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 事業概要 

 本事業に取組む課題と目的 

県内の２０２２年度３月時点の中学校卒業者数は約７万人であるが、２０３５年度３月時点では１万

３０００人余り減少し、約５万７０００人となると予測している。本事業の構成校は、いずれも中山間

地域や半島の先端に位置する高等学校で、令和４年度入学の募集定員は全て８０人以下という小規模の

高等学校であるが、特にこれらの高等学校では小規模化の影響を大きく受けることになる。現在も、域

内のさまざまな生徒層を受け入れ、大学進学から就職までの多様な進路希望に応じた教育・支援を行う

という役割が期待されているが、学級数や生徒数の減少に伴って、これまで行ってきた進路希望に応じ

た科目開設や習熟度別指導の実施など生徒の多様なニーズの全てに対応した指導体制を単独で確保する

ことが困難となってきている。 

 また、地域連携の取組は、それぞれの高等学校で進んでいるが、教育課程外のイベント的な取組が多

く、教育課程に組み込まれた教育活動とはなっていない。 

 こうした課題に対しては、地域社会との連携・協働によって当該地域ならではの組織的・計画的な探

究的な学びを実現するとともに、遠隔授業の実施や、複数の高等学校が教育課程の共通化・相互互換を

図り、さまざまな教育資源を共用することによって、小規模高等学校単独ではなし得ない特色・魅力あ

る教育に取り組む必要がある。本事業では、遠隔授業の運営体制の確立とコンソーシアムの構築をとお

した系統的、継続的な地域連携によって、生徒の多様なニーズに対応した指導体制の確保と、学校の一

層の魅力化・特色化を目的として研究を推進する。 

 

 本事業を通して明らかにしたい事項（調査研究テーマ） 

（１）遠隔授業について 

①「教科・科目充実型」の遠隔授業などＩＣＴも活用した連携・協働の取組 

（受信教室における体制の在り方に関する取組を含む。） 

遠隔授業の実施について、内海高等学校については、生徒の興味・関心に応じた多様かつ質の高い

教科・科目開設（地元資源である観光業に関する学校設定科目等）を目指す。構成校６校に共通する

こととしては、免許外教科担任制度の利用解消及び地歴、理科に関しては、専門分野以外の教科担任

解消を目指す。いずれにおいても、生徒の多様なニーズに応えること、及び受信校の教員の負担軽減

を図ることを目的とする（表１）。 

表１（科目開設や習熟度別指導の現状または要望） 

高等学校名 科目開設や習熟度別指導の現状または要望 

内海 地元資源である観光業に関する学校設定科目等の開設を要望 

加茂丘 理科、地歴、情報の専門教員の不在 

足助 地歴、理科の専門教員の不在 

福江 情報の専門教員の不在 

新城有教館作手校舎 地歴、理科の専門教員の不在 

田口 地歴、理科の専門教員の不在 

本県では、総合教育センターからの集中配信方式で遠隔授業を行う。その上で、効果的かつ円滑な遠
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隔授業を行う体制の確立を研究する。 

②遠隔授業を行う運営体制の確立 

遠隔授業を実施する際には、授業者と受信校との綿密な打ち合わせやＩＣＴ機器トラブル等につ

いて使用の支援が必要となる。また、本事業では免許外教科担任制度の利用解消等、受信校教員の負

担軽減を図ることも目的としており、本事業をとおして、管理機関の適切な支援体制について明らか

にする。 

遠隔授業を実施する上では、その趣旨を理解し、オンラインでも効果的な授業を実施することので

きる授業者が必要である。また、本県では、総合教育センターからの集中配信を行うため、受信校の

授業時間に総合教育センターへ継続的に赴くことができることが必要である。本研究において、授業

者を確保する方法について標準化を図る。当面は、高い専門性を有する退職校長などを非常勤講師と

して任用し、総合教育センターの研究指導主事がサポートをしながら、持続可能な任用の在り方につ

いて検証する。 

③多様な学びの質の保証と学校間配信 

生徒の多様なニーズに対応するため、総合教育センターからの集中配信だけでなく、学校間の相互

配信によって多様な学びを確保する。特に、「観光」という共通したテーマの学びを進める構成校３

校（内海高等学校、足助高等学校、福江高等学校）同士がコンソーシアムを構築し、相互配信を行う

ことで、学びの質の向上及び教員の負担軽減の可能性について検証する。 

現在、福江高等学校において観光ビジネスコース、足助高等学校において観光ビジネス類型を設置

している。内海高等学校は、地元の観光資源を生かすため、観光に関する学校設定科目等を編成して

いる。令和４年度までに先行して、福江高等学校と足助高等学校の２校間で相互配信の取組を行い、

内海高等学校は試行的に参加をする。令和５年度に３校間での相互配信を本格実施し、その効果を検

証する。（図１）。 

 
図１ 遠隔授業の全体図 
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  遠隔授業では、授業者が受信校の生徒の活動を直接に観察することができないため、学習の見取り

を適切に行う必要がある。受信校の職員との連携の在り方や、ＩＣＴ機器を活用した学習評価の充実

についても研究を進める。 

（２）コンソーシアムについて 

  地域連携の取組は、これまでもそれぞれの高等学校で進めてきているが、イベント的な取組とする

のではなく、継続的な連携体制を構築する必要がある。また、構築における成果は他校でも適用でき

るよう標準化する必要がある。 

①コンソーシアムの構築・運営 

  ア 構築手順の標準化 

今までそれぞれの高等学校で行ってきたコンソーシアムの構築及び地域連携について、その手

順を標準化することで、構成校以外の高等学校にも適用できるようにし、各校の小規模化に対応

できるようにするだけでなく、一層の魅力化・特色化を図るための知見を得る。特に、コンソーシ

アムを持続的なものにするために、各学校が地域から一方的に支援を得るのではなく、地域と学

校が相互に利点を得られる仕組みづくりを模索する。 

  イ 管理機関の支援体制の在り方 

教育委員会、総合教育センター、構成校、ＣＩＯで構成する事業推進連絡協議会において、事業

全般についての進捗状況の報告、課題・問題点の検討、改善策の提案などを行いながら適切な支援

の在り方について検討する。 

コンソーシアム構築時、あるいは連携開始後において、活動が円滑に進むために行う管理機関の

支援の在り方を見いだす。また、地域からの人的、物的、費用面の支援を増加させるための方策に

ついて検討する。 

 ②連携による学びの充実 

 ア 教育課程内の取組の充実 

    今まで行ってきた地域連携では、教育課程外で行うものが多かったが、教育課程内での取組の

充実をはかることで、生徒の学習意欲や学びの質の向上を図る。 

  イ 構成校同士のコンソーシアム化による充実 

    本事業の構成校６校のうち、３校が「観光」をテーマとした学びに取り組んでいる。それぞれの

学校が地域の公的機関等とコンソーシアムを構築しているが、３校が相互にそのコンソーシアム

に加わることで、学びの深化を図る。また、地域との連携で得られた各学校の知見を相互に共有す

ることで、３つのコンソーシアムによる上層的な大規模コンソーシアムの構築の可能性について

検討する。 
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令和３年度

・遠隔授業システムの整備、

回線の確保・増強

・遠隔授業の試行

・ICT機器の活用方法の検討

・令和３年度事業検証

令和４年度

・遠隔授業の本格実施

・ICT機器の効果的な活用

・適切な学習評価の在り方の

検討

・令和４年度事業検証

令和５年度

・遠隔授業実施教科、科目の

拡大、充実

・効果的な配信方式の検討

・学校間相互配信の充実

・適切な学習評価の在り方の

検討

・令和５年度事業検証及び

令和６年度以降の実施計

画策定

令和３年度

・コンソーシアムの構築

・教育課程外の取組の開始

・教育課程内の取組は総合的

な探究の時間を中心に検討

・構成校どうしの効果的なコンソ

ーシアム構築についての検討

・令和３年度事業検証

令和４年度

・教育課程内の取組を実施

・連携先からの人的、物的な支

援の可能性についての検討

・構成校どうしによるコンソーシア

ムでの連携の本格実施

・遠隔授業を取り入れたコンソ

ーシアムにおける連携の開始

・令和４年度事業検証

令和５年度

・教育課程内の取組を充実

・連携先からの持続的な人的、

物的な支援の確保

・構成校どうしによるコンソーシア

ムでの連携の充実

・遠隔授業とコンソーシアムのク

ロスオーバーによる学びの深化

・令和５年度事業検証及び

令和６年度以降の実施計画策

定
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（３）管理機関の役割 

 遠隔授業については、授業者となる講師の確保、効果的なＩＣＴ機器やアプリケーションの整備を行

う。また、遠隔授業の学習効果を定量的に検証し、効果的な配信の在り方について、学校、授業者に指導、

助言を行う。 

コンソーシアムについては、構築の効果を定量的に検証し、必要であれば、連携先の公的機関等との仲

介をしながら連携事業の充実を図るよう、学校に助言する。 

いずれにおいても、令和６年度以降の持続的な実施を目指して検証を行う。特に、本来の目的である、

小規模校の生徒の学びの充実が図られているか、学校の魅力化・特色化に結び付いているかということ

について検証を行いながら、事業の内容を精査する。併せて教員の負担軽減につながっていることも確

認する。 

 

 遠隔授業の実施やその運営体制に関する取組 

 調査計画 

（１）「教科・科目充実型」の遠隔授業などＩＣＴも活用した連携・協働の取組 

①実験を含めた遠隔授業の通年実施について 

遠隔授業においても、対面もしくはそれ以上の学習効果を保証する配信の在り方について検証す

る。具体的には、継続して実施する遠隔授業において、ＩＣＴ機器を活用しながら探究的な学び、主

体的・対話的な学びの実践について研究する。 

 ②遠隔授業で活用するＩＣＴ環境の整備について 

受信校においては、生徒一人一台に整備されたタブレット端末と大型ディスプレイの効果的な使

い分け、総合教育センターにおいては、効果的な配信機器、アプリケーションの精査を、授業実践と

学習評価をもとに検討していく。 

（２）遠隔授業を行う運営体制の確立 

  総合教育センターの研究指導主事が主導する形で効果的な遠隔授業の実施及び学習評価についての

研究を行い、研究の成果を授業者に対して伝えながら授業改善を図る方法を確立する。学習評価につい

ては、クラウドを活用した見取りや、遠隔授業システムを活用しながら妥当性のあるものとする。併せ

て、学習用プリントや考査問題の授受の方法、受信校での監督者の役割について明確にし、生徒の学習

の充実を図る。 

遠隔授業の実践は、ＩＣＴ機器の活用という面で、対面で行われる授業においても有用な知見となる

と考えられるため、ここで得られた知見については、研修や各研究会などをとおして全県の学校へ普

及・還元していく。 

（３）多様な学びの質の保証と学校間配信 

「観光」という共通したテーマの学びを進める構成校３校（内海高等学校、足助高等学校、福江高等

学校）の連携を促し、先行して連携を進めている足助高等学校と福江高等学校が主導する形での３校間

相互配信の実施をコーディネートする。その上で、生徒の意欲や観光についての理解の深まりを検証す

る。 
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 実施体制 

本事業の遠隔授業の目的の一つとして、受信校の教員の負担軽減がある。したがって、受信教室には該

当教科以外の教員または実習教員を配置してもよいこととする。 

担当する教員に対して、遠隔授業システムについての操作、トラブル対応などの研修を十分に行う。ま

た、さまざまな事案に対応できる緊急時の対応マニュアルを作成し、受信校における体制を整え、実習教

員だけでなく、受信校の全ての教員に対して周知のための研修を行い、適切に対応できるようにする。 

配信側と受信側、受信側同士の報告・連絡・相談をオンライン会議などにより密に行い、遠隔授業の際

の注意事項、トラブル発生の具体、具体的な対応事例、生徒の情報などを共有する。また、共有した内容

は定期的に、教育委員会、総合教育センター、各構成校の責任者、ＣＩＯに報告し、必要に応じて検討・

改善を図る。 

受信教室にいる者は、教授は行わないが、生徒の取組に対して指導を行う必要があり、その点、今回指

導を予定している教員または実習教員は、日頃から生徒との交流もあり、指導の経験もあるので、生徒は

安心して授業を受けることができる。 

愛知県では、令和２年度に各学校にＩＣＴ機器の整備を行うとともに、構成校６校には生徒一人１台タ

ブレットや大型提示装置の配備、通信回線の増強などを行った。これにより、各構成校においては、全学

年全てのクラスにおいて生徒一人１台タブレットを活用とした学習活動が同時に展開できる環境が整っ

ている。 

また、マイクロソフトの Microsoft 365 を県全体で契約し、生徒、教員ともに一人ずつアカウントを

発行している。さらに、愛知県は日本マイクロソフト社と連携・協力に関する包括協定を締結しているの

で、オンライン学習の推進に関する協力を得ることができ、アプリケーションやサービスの活用に関す

る教員研修や教材の共同開発が可能である。本事業の遠隔授業システムについても、マイクロソフトの

さまざまなアプリケーションやサービスの活用を予定している。具体的には、Microsoft Teamsを利用し

た双方向の音声、映像、データのやりとりが、遠隔授業においてどれくらい活用できるかについて検証す

る。さらに、生徒一人１台タブレットの配信側の教員による画面の確認、操作の制御等は、Sky Menu Cloud

を導入して行う。 

運営体制に関する取組として、遠隔授業については令和３年度に、総合教育センターを拠点とする遠隔

授業の配信の際の人員の確保（配信側及び受信側）、構成校同士の遠隔授業の際の教育課程の共有化及び

運営体制の構築に取り組んだ。また、地域連携コンソーシアムの構築については、それぞれのコンソーシ

アムの設立、各構成校の教育課程に組み込むための検討、連携先との学習プログラムの構築に取り組ん

だ。令和４年度には、それぞれの取組を進め、年度末に検証・改善を図り、令和５年度の取組につなげ、

最終的に事業全体を総括する。事業終了後の令和６年度以降も継続できる体制づくりが目的である。 

①事業推進連絡協議会等の実施 

事業推進連絡協議会は、教育委員会、総合教育センター、構成校、ＣＩＯで構成し、事業全般につ

いての進捗状況の報告、課題・問題点の検討、改善策の提案などを行う。年間３回程度は、集合によ

り開催し、月１回程度は、オンラインにより開催する。 

構成校の校内委員会は、管理職、担当教員で構成し、必要な場合は、ＣＩＯ、教育委員会の担当者、

総合教育センターの担当者、地域連携コンソーシアムの関係者も参加する。校内における進捗状況の

報告、課題・問題点の検討、改善策の提案などをテーマとして、月１回以上開催する。 
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構成校同士で連携する場合は、該当の構成校による協議会（合同校内委員会など）を行い、遠隔授

業を行う教科・科目の検討、指導計画の作成、連携の具体などについて協議を行う。オンライン会議

を基本とし、該当する構成校の判断により適宜行う。 

②遠隔授業実施のための人員配置の検討 

総合教育センターを配信側として行う遠隔授業を担当する教員の人員配置について、令和３年度

中に県教育委員会で検討し、令和４年度から配置できるようにした。  

③構成校への支援体制 

ＣＩＯ、教育委員会の担当者、総合教育センターの担当者による指導・助言を適宜行うとともに、

遠隔授業の実施については、日本マイクロソフト及びリクルートからの支援を予定している。愛知県

は、日本マイクロソフトと連携・協力に関する包括協定を締結している。また、リクルートは、教育

支援サービスであるスタディ・サプリを、令和２年度及び令和３年度は愛知県全体で契約した。令和

４年度も構成校６校については契約を行う予定である。日本マイクロソフトは、Microsoft 365に関

する教員研修、各種機能の提案など、リクルートは、スタディ・サプリに関する教員研修、各種機能

の提案などの支援を行う。 

 

 取組概要 

（１）年間を通じた実施 

 

 

 

 

 

 

（２）構成校による相互配信 

①「観光」についての学びを進める総合的な探究の時間 

 実施校：足助高等学校、福江高等学校、内海高等学校 

 

 

 

 

 

 

②「情報Ⅰ」の試行 

 実施校：加茂丘高等学校から福江高等学校へ配信 

 １月、２月の２回実施し、学校間配信 

  

受信校 教科 科目 
遠隔授業を実施した授業回数 

（対面授業を除く。） 

加茂丘 情報 情報Ⅰ 117 

足助 理科 生物基礎 110 

新城有教館作手校舎 理科 地学基礎 64 

時期 内容 

９月 地域の魅力についての発表 

１１月 地域の課題解決プロジェクト中間発表会 

１月 地域の課題解決プロジェクトの発表会 

２月 探究交流 
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（３）その他遠隔授業に係る取組 

月 実施内容 

６月 観光をテーマにした県外の高校との交流授業（福江高） 

７月 構成校訪問指導（作手校舎、総合教育センター） 

１０月 構成校訪問指導（足助、総合教育センター） 

１１月 SKY MENU Cloud遠隔授業担当者研修（総合教育センター） 

愛知県理科教育研究大会における遠隔実験授業の研究発表（総合教育センター）  

１２月 SKY MENU Cloud構成校訪問研修（加茂丘、総合教育センター） 

 

 遠隔授業実施表 

配信拠点 受信

校 

教科名 科目 開設 

学年 

配信校

生徒の

有無 

遠隔授

業実施

理由 

試行・本

格実施の

別（R3・

R4・R5） 

受信

側の

配置

体制 

遠隔授

業実施

回数/全

授業回

数 

足助高校 

福江高校 

 

内海 

 

 

 

 

総合的な

探究の時

間 

 

 

総合的な

探究の時

間 

 

 

１、２ 

 

 

 

 

有 

 

 

 

 

多様な

教科・

科目開

設 

 

 

R3：試行 

R4：本格

実施 

R5：本格

実施 

教員 6/58 

総合教育

センター 

加茂

丘 

 

 

 

 

情報 情報Ⅰ １ 無 専門性

の高い

指導の

実施 

 

R3：試行 

R4：本格

実施 

R5：本格

実施 

教員 117/124 

総合教育

センター 

足助 

 

理科 生物基礎 １ 無 専門性

の高い

指導の

実施 

 

R3：試行 

R4：本格

実施 

R5：本格

実施 

教員 110/113 

福江高校 

内海高校 

足助 

 

総合的な

探究の時

間 

 

総合的な

探究の時

間 

 

１、２ 

 

 

 

有 

 

 

 

多様な

教科・

科目開

設 

R3：試行 

R4：本格

実施 

R5：本格

教員 6/60 
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     実施 

福江高校 

内海高校 

足助 

 

商業 観光 ２ 有 多様な

教科・

科目開

設 

 

R3：試行 

R4：本格

実施 

R5：本格

実施 

教員 4/64 

足助高校 

内海高校 

福江 

 

総合的な

探究の時

間 

総合的な

探究の時

間 

１、２ 有 多様な

教科・

科目開

設 

R3：－ 

R4：試行 

R5：本格

実施 

教員 6/60 

加茂丘高

校 

福江 

 

情報 情報Ⅰ １ 無 専門性

の高い

指導の

実施 

R3：－ 

R4：試行 

R5：本格

実施 

教員 2/65 

総合教育

センター 

新城

有教

館作

手 

理科 地学基礎 １ 無 専門性

の高い

指導の

実施 

R3：試行 

R4：本格

実施 

R5：本格

実施 

教員 64/66 

 

 取組内容と考察 

（１）「教科・科目充実型」の遠隔授業などＩＣＴも活用した連携・協働の取組 

ア 実験を含めた遠隔授業の通年実施について 

令和３年度に整備した遠隔授業の配信・受信システムを稼働し、加茂丘高校「情報Ⅰ」、足助高校

「生物基礎」、新城有教館高校作手校舎「地学基礎」の授業について、通年で実施することができた。

特に、遠隔でのリアルタイム配信が困難であると予想された理科の実験授業について、複数回実施す

ることで遠隔授業の可能性を広げることができたことは成果の一つと言える。この取組については、

愛知県理科教育研究会高等学校部会研究大会（刈谷市産業振興センター、11月 29日開催）において

研究発表を行い、成果を普及させたほか、新聞（中部地域のブロック紙）にも大きく掲載されるなど、

遠隔授業に対する関心を高めることに貢献した。 

イ 遠隔授業で活用するＩＣＴ環境の整備について 

令和３年度に整備したＩＣＴ機器等を有効に活用することができた。一方、授業担当者によって使

い勝手のよい周辺機器が異なることが分かり、書画カメラなど昨年度中に整備しておくべきであっ

た機器があることが判明した。 

遠隔授業を開始した１学期は、大型ディスプレイ等で一斉に講義を行う授業スタイルが主であっ

たが、運営指導委員の視察訪問における指導・助言を踏まえ、２学期以降は生徒１人１台タブレット
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を最大限に活用するよう、授業改善を図った。個々の生徒の見取りや学習評価において、大きな教育

効果が得られることが分かったため、次年度以降もこのスタイルで遠隔授業を進めていく予定であ

る。 

遠隔授業を支援するソフトウェアとして、Microsoft Teamsを有効に活用し、ビデオ配信や教材の

提示、生徒の振り返り等を行った。配信側では複数の端末を併用して拡張ディスプレイを活用すると

ともに、受信側の端末画面をモニタリングしながら授業を行った。実習における生徒端末の見取りや

制御、教材の配付や回収に役立てるため、今年度新たにクラウド型の教育プラットフォームである

SKY MENU Cloudを導入したが、２学期に稼働したこともあり、まだ十分に活用できているとは言え

ない。ＩＣＴ機器やソフトウェアを有効に活用した遠隔授業の在り方について、更なる実践を重ね、

検証を進めていくことが望まれる。 

ウ 受信校側の教員の資質や役割について 

今年度、理科の遠隔授業において、科目に精通した教員が専門的な授業を配信することで、生徒の

多様なニーズに応えるとともに、受信校側の専門科目外の教員の負担を軽減させることができた。一

方、受信校側の教員は、専門科目外であっても同じ教科の教員免許を有する教員または実習教員を配

置した方が、教科指導における感覚や生徒の見取りに長けているため、望ましいことが分かった。ま

た、専門科目外の教員が授業に立ち会うことは、自ら学ぶ姿勢のある教員自身の資質・能力の向上に

つながることが期待される。 

 目標設定シートに対応した成果と課題 

１．（１）生徒の学力の定着・向上の状況について 

   全体として、Ａが増加しＣが減少したが、年間に実施した中の知識・技能の見取りを重視した分

野では一部Ａが減少した。知識・技能の定着においては、教師が生徒に直接声をかけ指示を出すな

どのメンターとしての役割が大きく、今年度実施した遠隔授業ではそれが十分でなかった可能性が

ある。 

１．（４）その他、管理機関が設定した成果目標 

  設定した項目は次の５点である。 

①教員の説明・指示、教材の提示は明確であるか（音声など聴覚への情報、板書、プレゼンテーシ

ョンスライドなど 視覚への情報） 

②教員と生徒のコミュニケーションは取れているか 

③生徒の活動を教員が確認できているか 

④生徒個人への指導ができているか 

⑤授業以外の時間の生徒への対応（生徒の質問、課題の指示・確認）はできているか 

ＣＩＯによる評価の結果は次のとおりである。 

  

 

 

   生徒に貸与しているタブレット端末を用いて、資料等の提示、クラウドを活用した課題の提出や

質問等を実施したことで、概ねＡの評価であった。教員と生徒の個別のコミュニケーション、生徒個

人への指導については、Teamsの活用や Sky Menu Cloudを導入して個別の学びの状況の見取りを図

① ② ③ ④ ⑤ 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ 
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ったが、複数のアプリケーションを併用することで、一部の生徒が使用方法や使い分けについて理解

することができず、十分な効果が上げられなかった事例があった。今後は、使用するアプリケーショ

ンの種類や数についても精選を行っていく必要がある。 

 ２．（３）活動指標②：教科・科目充実型の遠隔授業以外の遠隔授業の取組数 

   構成校どうしによる総合的な探究の時間について本格的に実施することができた。また、免許外

教科担任制度の解消を目的とした学校間による遠隔授業を試行できたことは大きな成果であった。 

 

 コンソーシアム構築による教育の高度化・多様化に関する取組 

 調査計画 

（１）コンソーシアムの構築・運営 

  ア 構築プロトコルの標準化 

令和３年度より各構成校で行ってきたコンソーシアムの構築、地域連携について、学校運営協議

会や推進委員会の設置における、手順の共通事項をまとめる。具体的には、学びのニーズの把握、

連携先の選定、連携先とのコンソーシアム構築に向けた手続き等について、共通事項や好事例を

まとめる。 

  イ 管理機関の支援体制の在り方 

各構成校のコンソーシアム構築についての成果を取りまとめ、共有する。連携開始後において

は、連携が円滑に進んでいる学校の事例を参考として他校にも共有しながら、その普遍性につい

て検証する。特に、地域からの人的、物的な支援を増加させるための方策について検討する。 

（２）連携による学びの充実 

 ア 教育課程内の取組の充実 

    観光や福祉など特色ある教育課程について、専門的な深い学びが得られるよう、指導内容や評

価について連携先が主体的に関わることを推進し、その上で指導と評価の充実について検証する。 

  イ 構成校同士のコンソーシアム化による充実 

    総合的な探究の時間において、観光という同じテーマで学習をする構成校同士が、年に複数回

発表及び意見交換を行うことで、観光について学ぶことに対する生徒の意欲向上と新たなアイデ

ィアの発案が促進されたことを確認する。 

 

 実施体制 

地域連携コンソーシアムの構築について、各構成校の構想は次の通りである（表２）。 

表２ 地域連携コンソーシアムの構築を計画している６校 

高等学校名 構   想 

内海 観光に関する地域、構成校との連携 

加茂丘 地域の再開発計画に関する地域との連携 

足助 観光に関する地域、構成校との連携 

福江 福祉、観光に関する地域、構成校との連携 

新城有教館作手校舎 地域の環境（農業）に関する地域との連携 

田口 地域の環境（林業）に関する地域との連携 
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いずれも、教育課程に組み込むための検討、連携先との学習プログラムの構築を令和３年度中に完

了し、令和４年度に連携事業を開始した。地域社会がさまざまな課題と魅力を有していることに着目

し、地域社会の歴史や現状に関する理解を深め、地域社会における課題や魅力の発見・課題解決に資

する知識及び技能の習得と、習得した知識及び技能の活用に関わる思考力、判断力、表現力等の育

成、また、自己の在り方生き方と地域社会のつながりを考えながら、地域社会の持続的な発展や価値

の創出に関わり、豊かな人生を切りひらくための学びに向かう力、人間性等の涵養を目的とした。 

各構成校では、これまでも地元自治体等や関係機関等との交流は行われており、さまざまな取組を

実施している。地元自治体等や関係機関等も地域唯一の高等学校である構成校を地域の大切な存在

と捉えており、各校の教育活動に対して大変協力的である。このような現状を踏まえ、各構成校にお

ける、地元自治体等の関係機関等との地域協働に取り組むための工夫は次の通りとした（表３）。 

表３ 地域連携コンソーシアムの構築を計画している６校 

高等学校名 地域との協働に取り組むための工夫 

内海 ・イベント的であったこれまでの取組を、活動ごとに成果を総括し、

評価を行った（大学や自治体職員等による外部評価を含む）。 

・地元自治体関係者を、教育課程の中（総合的な探究の時間など）で

の指導者として活用した。 

・遠隔授業システムにより、海域から離れた山間部にある学校とも、

情報交換や情報共有を行った。 

加茂丘 ・これまでに近隣の藤岡地区（藤岡、藤岡南）で行っていた活動を、

今後は範囲を広げ、小原地区、旭地区での活動も行い始めた。 

足助 ・各団体などと協定を結び、ともに「Ｗｉｎ，Ｗｉｎ」の関係を構築

し事業を持続可能にした（「足助まちづくり連携協定」の締結）。 

・学校運営協議会及び外部人材組織（地域学校協働本部）の構築 

・豊田市「おいでん・さんそんプラン（令和３年３月策定）」の重点

取組「高等学校の魅力化」に基づく、具体的な方策について検討し

た。 

福江 ・令和３年度から、学校運営協議会を立ち上げ、コミュニティ・スク

ールとなった。その際、福祉、観光の関係者に協議会委員となって

もらい、これまで以上に密接な連携を保ち、「社会に開かれた教育

課程」の実践に取り組み始めた。 

新城有教館

作手校舎 

・地域連携校推進委員会を本研究のコンソーシアムの中核とし、同委

員会の提言を踏まえた取組を推進することで、中山間地域の教育資

源を活用した質の高い中高一貫教育を実現した。 

田口 ・コミュニティ・スクールと地域学校協働本部を本研究のコンソーシ

アムの中核とし、徐々に地域からの協力者を募るように組織化し、

コミュニティ・スクールの提言を踏まえた、取組を推進することで、

中山間地域における質の高い中高一貫教育を実現した。 
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地域連携コンソーシアムを構築する各構成校では、現在までにさまざまな地域連携の取組を行っ

ているが、イベント的な取組が多く、生徒にどのような資質・能力が身に付いたかなどの検証が行わ

れていなかった。そこで、本事業では、地域連携の取組を教育課程に取り入れることを検討し、実施

した。 

各構成校における地域課題解決に向けた探究的な学び（の一例）は次の通りである（表４）。 

表４ 地域連携コンソーシアムの構築を計画している６校 

高等学校名 地域課題解決に向けた探究的な学び 

内海 ・内海海岸などのプラスチックゴミを分析しながら環境問題につい

て考察するなど、探究的な学びを行った（総合的な探究の時間の

指導プログラムを策定）。 

・本事業の活動の一環である「南知多・美浜探訪」において地元観

光産業の探究学習を進め、ＳＮＳや成果発表会において積極的に

地域の魅力を発信するとともに地元に対する愛着を深めた。 

加茂丘 ・「総合的な探究の時間」において、藤岡地区の課題に主体的に取

り組み、地域社会の一員であるという意識を醸成することをねら

いとした「フジオカしかかたん計画」を立案し、モニタリングや

現地調査、地域住民との意見交換を行うなどさまざまな活動を展

開した。 

・文芸部の活動で地域の名所や催しを題材にした「藤岡かるた」を

開発して普及活動を進めたほか、家庭科の授業において隣接する

小原地区の特産品を使った名物料理の商品開発に取り組んだ。 

足助 ・観光ビジネス類型の学校設定科目「観光」の授業において、足助

の町並みや地域の名勝である香嵐渓に脚光を当てた「小学校総合

学習プロデュース」を展開し、「高校生ビジネスプラングランプ

リ」のベスト 100に入賞した。 

・「足助まちづくり連携協定」に基づき豊田市役所足助支所や観光

協会等各種団体と協働し、商標登録プロジェクトなどさまざまな

企画に取り組んだほか、ラジオＣＭやミュージックビデオを制作

し、ＳＮＳ等で発信するなどのＰＲ活動を展開した。 

福江 ・福祉、観光の関係者の指導を仰ぎながら、福祉実践コースと観光

ビジネスコースの生徒が協力して、老若男女、障がい者が、安心

して施設・観光地を利用できるような紹介図、安心して観光でき

るようなコース紹介等を作成した。 

・田原市の機関基幹産業である観光をテーマに、地域課題の解決方

法を考える「ビジネス発表会」を開催したほか、地元の魅力を伝

えるショートムービーを制作し、TikTok等で積極的に発信した。 

新城有教館

作手校舎 

・「大地のめぐみプロジェクト」という名称で、準絶滅危惧種であ

るサギソウの人工栽培に取り組むことを通じて、地元の自然環境
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に対する理解を深めるとともに、中学、高校それぞれの生徒の成

長を促す場となるような教育課程の研究開発を行った。 

・中高交流授業や地域連携部活動交流を定常的に実施し、作手地区

の中高一貫教育を推進した。 

田口 ・林業科のプロジェクト学習として、「スマート林業担い手育成事

業」を進め、地上レーザー森林解析やドローン実習に取り組んだ

ほか、杉の葉から抽出した成分を使った「森の香りを楽しむスギ

石けん」を商品開発するなど、森林資源を有効活用したさまざま

な取組を実施した。 

・国直轄で建設が進む設楽ダムの水路の流れを変える「転流式」に

おいて、田口町内の杉で制作した「祝い船」を流すなど、地域と協

働した事業を展開した。 

今年度、内海高校、足助高校、福江高校の３校間での遠隔授業を開始した。「総合的な探究の時間」

などで、観光に関する取組や地域の魅力を伝える取組について、相互に発表し合ったり、地域連携の

ノウハウ等の情報を共有したりした。また、福江高校の生徒が貸切バスで足助高校に訪問し、現地で

の協働的な学習を展開したり、ＣＯＲＥハイスクールの枠を越えて、足助高校と同じく観光に関する

学びに特色のある三重県鳥羽高校を訪問して研修を実施したりするなど、遠隔授業で育んだ交流か

ら派生したさまざまな取組を行った。 

 

 取組概要 

（１）実施日程 

月 実施内容 

令和４年４月 構成校訪問指導（加茂丘、総合教育センター） 

北設楽中高一貫教育推進委員会、校長会、教育課程部会（田口高） 

地域連携の取組（支所講話・観光協会外部研修：足助高） 

       （足助山ウォークボランティア：足助高） 

（中高連携推進校長会、中高連携推進部会：作手校舎） 

（中高一貫教育交流授業：作手校舎、田口高） 

５月 学校運営協議会（足助高、福江高） 

地域連携の取組（豊田市役所地域振興部職員招へい講座：加茂丘高） 

       （校外美化ボランティア活動：足助高） 

       （お仕事フェア 2022（連携中学校と合同開催）：田口高） 

       （大名倉環境学習（普通科）：田口高） 

６月 第１回事業推進連絡協議会（全体会） 

文部科学省、運営指導委員の視察訪問受入れ（総合教育センター） 

学校運営協議会、ワーキンググループ会議（田口高） 

北設楽中高一貫教育推進校長会、地域協力者会議、交流部会（田口高） 

地域連携の取組（小学校総合学習プロデュース：足助高） 



15 

 

       （ジビエを学ぶ講義：足助高） 

（渥美商工会の講演、観光学習：福江高） 

（地域連携部活動交流（弓道部）：作手校舎） 

（大地のめぐみプロジェクト「サギソウの鉢上げ」：作手校舎） 

       （中高一貫教育交流授業（数学・英語）：作手校舎） 

観光をテーマにした県外の高校との交流授業（福江高） 

７月 構成校訪問指導（作手校舎、総合教育センター） 

北設楽中高一貫教育地域連携部会、部活動交流会（田口高） 

地域連携の取組（足助地域会議との意見交換会：足助高） 

（校外美化ボランティア活動：足助高） 

（地元企業・県内大学専門学校見学：足助高） 

（中馬街道足助宿ボランティア：足助高） 

（専門学校と連携した福祉に関する実技講座：福江高） 

       （設楽ダムワークショップ、保全施設見学：田口高） 

       （設楽町子どもセンター施設見学：田口高） 

８月 地域連携の取組（小原名物料理の開発・審査会：加茂丘高） 

（「中馬のおひなさん」イベント企画打合せ：足助高） 

（校外美化ボランティア活動：足助高） 

（地元企業への就労体験：足助高） 

（地域と連携した介護実習：福江高） 

（大地のめぐみプロジェクト「サギソウの交配」：作手校舎） 

       （地元中学生とのサマーセミナー（林業科）：田口高） 

９月 第２回事業推進連絡協議会（全体会） 

学校運営部会、観光部会（足助高） 

学校運営協議会（福江高） 

北設楽中高一貫教育地域連携部会（田口高） 

地域連携の取組（中山間地域一日バス研修ツアー：足助高） 

       （地元企業と連携した農林業視察研修：田口高） 

       （地域課題ワークショップ：田口高） 

       （中高一貫教育交流授業（数学）：作手校舎） 

（農林業視察研修（林業科）：田口高） 

（寒狭川環境生態調査・講義（自然探究コース）：田口高） 

１０月 構成校訪問指導（足助、総合教育センター） 

学校運営協議会（足助高、田口高） 

地域連携の取組（足助ラジオＣＭ制作：足助高） 

       （足助高校ミュージックビデオ制作：足助高） 

       （地域ボランティア福祉活動：足助高） 

       （足助の訪問と体験：足助高） 
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       （探究学習プログラム発表会：足助高） 

       （手話講習会：福江高） 

       （中高一貫教育交流授業（数学）：作手校舎） 

       （鳳来寺山自然科学博物館見学：田口高） 

       （八橋湿地県境学習会（普通科）：田口高） 

       （地元の保育園への訪問実習（林業科）：田口高） 

       （スマート林業担い手育成事業（林業科）：田口高） 

１１月 北設楽中高一貫教育推進委員会教育課程部会、校長会（田口高） 

地域連携の取組（地元観光産業の探究学習：内海高） 

（「藤岡かるた」の地域イベント出展：加茂丘高） 

（店舗経営企画：足助高） 

（地元住民との香嵐渓ゴミ拾い：足助高） 

       （郷土学習講演会：福江高） 

       （レクリエーション講習会：福江高） 

       （観光業者と連携したビジネスプラン発表会：福江高） 

       （中高交流授業（数学・英語）：作手校舎） 

    （大地のめぐみプロジェクト「サギソウの定植」：作手校舎） 

       （外部機関や中学校との文化祭合同発表：田口高） 

（農産物公開販売実習：田口高） 

県外高校生への足助紹介ツアーアテンド（足助高） 

観光に関する学習を進める県外の高校への訪問研修（福江高） 

１２月 東三河中高一貫教育フォーラム（作手校舎） 

北設楽中高一貫教育推進委員会（田口高） 

地域連携の取組（地元観光産業の探究学習成果発表：内海高） 

（子ども食堂の調理補助とイベント企画：加茂丘高） 

       （探究学習プログラム代表発表会：足助高） 

       （地域住民とのクリスマスリースづくり：足助高） 

       （足助の訪問と体験：足助高） 

       （中高連携成果発表会：福江高） 

       （コミュニティ・スクール発表会：福江高） 

（地元の中学生の一日高校体験学習：福江高） 

       （点字講習会、保育園実習：福江高） 

（地域の方と語る会：福江高） 

（大地のめぐみプロジェクト「サギソウの無菌播種」：作手校舎） 

       （サギソウチャレンジ（交流授業のまとめ）：作手校舎） 

（高齢者デイサービスセンター訪問実習：田口高） 

（公開講座「門松づくり体験講座」（林業科）：田口高） 

令和５年１月 第３回事業推進連絡協議会（全体） 
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学校運営協議会（足助高） 

北設楽中高一貫教育地域協力者会議、地域連携部会（田口高） 

地域連携の取組（課題研究発表会：足助高） 

       （中高一貫教育交流授業（数学・英語）：作手校舎） 

（事業所への訪問及びインタビュー：田口高） 

（スマート林業担い手育成事業（林業科）：田口高） 

２月 学校運営協議会ワーキンググループ会議（田口高） 

地域連携の取組（南知多町との来年度の構想・協議：内海高） 

（ツール・ド・フジオカウォーキングの協働運営：加茂丘高） 

       （「中馬のおひなさん」参加店舗ＳＮＳ紹介：足助高） 

       （「知己の課題解決」発表会：足助高） 

       （設楽ダム転流式「祝い船」制作（林業科）：田口高） 

３月 学校運営協議会（福江高、田口高） 

北設楽中高一貫教育推進委員会教育課程部会（田口高） 

地域連携の取組（地域の有識者から学ぶ「働き方講座」：福江高） 

       （林業関係現地見学会（林業科）：田口高） 

       （地域課題学習まとめ発表会：田口高） 

 

（２）学校間連携を行うための運営体制に関する取組 

①事業推進連絡協議会 

  令和４年度は、事業推進連絡協議会を集合形式で３回実施した。参加者は、各構成校の主担当

者、ＣＩＯ、総合教育センターの研究担当の研究指導主事、県教育委員会の担当者である。 

○第１回 ６月17日（金）午後１時30分から午後４時30分まで 

・事業全般についての進捗状況の報告、課題・問題点の検討、改善案の提案 

・総合教育センターを配信元とする遠隔授業の実線報告、構成校同士を結んだ遠隔授業の試行

について 

○第２回 ９月28日（水）午後１時30分から午後４時30分まで 

・事業全般についての進捗状況の報告、課題・問題点の検討、改善案の提案 

・学校間遠隔授業及び地域連携コンソーシアムの構築に向けた運営体制の検討 

○第３回 １月18日（水）午後１時30分から午後４時30分まで 

・今年度の取組報告と次年度の取組について 

・事業全般についての課題・問題点の検討、改善案の提案 

②文部科学省・内田洋行との集合及びオンライン会議 

○第１回実証地域連絡会議 ７月13日（水）午後１時30分から午後４時30分まで 

・遠隔授業を支える体制・教育課程の編成について 

・遠隔授業を行うＩＣＴ環境・遠隔授業の授業設計について 

・地域協働を支えるコンソーシアムの体制について 

○第２回実証地域連絡会議 11月29日（火）午後１時30分から午後４時30分まで 
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・講演：小規模校こそ未来は明るい 北海道大空高校 校長 大辻 雄介 

・実践発表（遠隔授業Ⅰ，Ⅱ，コンソーシアムⅠ，Ⅱ） 

○取組状況のヒアリング調査 12月23日（金）午後２時から午後４時まで  

○令和４年度成果報告会 ２月21日（火）午後１時30分から午後４時30分まで 

・遠隔授業に関する成果・計画について（愛知県：グループ２） 

・コンソーシアムに関する成果・計画について（愛知県：グループ２） 

（３）市町村、高等教育機関、産業界等との協働によるコンソーシアムを構築し、学校外の教育資源を活

用した探究的な学びなどによる教育の高度化・多様化に関する取組 

①各構成校におけるコンソーシアムの構築について 

各構成校におけるコンソーシアムを構成する団体とコンソーシアムの構築状況は、以下の通り

である（表５）。 

表５ 各構成校におけるコンソーシアムの構築 

高等学校名 コンソーシアムを構築する構成団体 
コンソーシアムの

構築状況 

内海 南知多町役場 学校運営協議会を

設置 
美浜町役場 

愛知県立内海高校 

愛知県立足助高校 

加茂丘 豊田市役所（各支所） 学校運営協議会の

設置を推進中 
地区交流館（藤岡、藤岡南、小原） 

地区中学校（藤岡、藤岡南、小原） 

地区商工会 

地区観光協会 

足助 豊田市役所 足助支所 学校運営協議会を

設置 足助まちづくり協議会 

豊田市足助観光協会 

三州足助公社 

足助商工会 

一般社団公人おいでん・さんそん 

愛知県立内海高校 

愛知県立福江高校 

福江 田原福祉グローバル専門学校 学校運営協議会を

設置 渥美商工会 

社会福祉法人 福寿園 渥美福寿園 
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社会福祉法人 田原市社会福祉協議会 

愛知県立足助高校 

愛知県立内海高校 

渥美半島観光ビューロー 

田原市子育て支援課 

田原市商工会 

田原市教育委員会 

新城有教館
作手校舎 

新城市教育委員会 中高一貫教育推進委

員会（校長会、部会）

を構築 
東三河教育事務所新城設楽支所 

新城市立作手中学校 

田口 設楽町役場 北設楽中高一貫教育

推進委員会（校長会、

地域協力者会議、地

域連携部会、教育課

程部会）を構築 

東栄町役場 

豊根村役場 

東三河教育事務所新城設楽支所 
設楽教育指導室 

設楽町立設楽中学校 

設楽町立津具中学校 

豊根村立豊根中学校 

東栄町立東栄中学校 

   ②各構成校における取組について 

令和４年度における各構成校の取組は、以下の通りである（表６）。 

表６ 各構成校における令和４年度の取組 

高等学校名 令和４年度の取組実績 

内海 ・総合的な探究の時間において、地域社会の課題や良

さを学び、地元の魅力を発信する取組を実施 

・地域の方を講師に招いた講話等を実施 

・校内委員会、構成団体との打合せを実施 

・取組の成果をホームページ、インスタグラム等で発

信 

加茂丘 ・総合的な探究の時間において、地域の再活性化を実

現するための事業案を企画、提案 

・ウォーキング企画を協働運営するなど地域行事に

積極的に参加 

・地域の名所や催しを題材にした企画を開発し、普及

活動を推進 

・当該地区に隣接する中山間地の特産品を使った名
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物料理の商品開発を実施 

・校内委員会、構成団体との打合せを実施 

足助 ・学校運営協議会を設置し協議会を実施 

・総合的な探究の時間において、地域の観光施設への

体験活動や課題解決型の学習を実施 

・観光ビジネス類型における地域の観光に関する

様々な探究的な学習を実施 

・地域の小学校の総合学習をプロデュースした企画

を高校生ビジネスプラン・グランプリに応募し、受

賞 

・ラジオＣＭやミュージックビデオ、ＳＮＳなどを活

用し、地域や学校の魅力を発信 

福江 ・学校運営協議会を設置し協議会を実施 

・地域の方を講師に招き、観光・福祉に関する講演や

講習会、体験活動を実施 

・観光に関する学校設定科目等で特色がある学校間

において、遠隔授業を含む連携事業の拠点校とな

り、県外の高校とも交流事業を拡大 

・地元の飲食店の魅力を伝える動画を作成し、TikTok

等で発信 

新城有教館作手校舎 ・数学、英語における中高連携授業や地域連携部活動

交流を実施 

・総合実習において中学生との体験活動を継続して

実施 

田口 ・学校運営協議会を設置し協議会を実施 

・数学、英語における中高連携授業を実施 

・林業に関する事業所への訪問、インタビュー、体験

学習を実施 

・森林資源を活用した商品を開発し、地域の森林活動

協議会を通じて販売 
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 取組内容（各校の取組（抜粋）） 

足助高校の取組 

 
令和４年４月２７日（水）１限・５・６限 

今年度も２年生観光ビジネス類型を対象に、豊田市役所足助支所地域振興課の方から「足助地域の現状
や課題、今後の展望、足助高生に望むこと」をテーマに講話をしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、午後からは、豊田市足助観光協会の方から、観光協会の紹介と、町並みを散策しながら外部研修

を行いました。 

 

 

 

 

生徒たちは、今後観光に関する基礎を学び、「自分は足助のまちで何ができるか」など、学習と研究を

進めていきます。 
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足助高校の取組 
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足助高校の取組 
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足助高校の取組 
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足助高校の取組 
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足助高校の取組 
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加茂丘高校の取組 
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加茂丘高校の取組 
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田口高校の取組 
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田口高校の取組 
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福江高校の取組 

 

                

 

 

 

件名 福江高校観光ビジネスコースによるビジネス発表会 

 

 

 

 

 
福江高校は、コミュニティスクールとして、地域の企業や市民団体等と協力を得ながら、

地域に根付いた特色ある学校づくりに取り組んでいます。観光ビジネスコースでは、田原市

の基幹産業である観光をテーマに、田原市の観光が現状抱える課題、活性化のために必要な

方策など、実際の「ビジネス」を通じて地域の課題の解決方法を考える実践的な学びを行っ

ています。そして今年度は、廃校となった中学校を拠点とし、田原の泉地区と旧渥美町を活

性化するために活動している一般社団法人泉ダゲーナの方々にご協力いただきながら、高校

生が地元を盛り上げるためのプロジェクトを考案しました。 

つきましては、この取組の一環として、下記期日に「福江高校観光ビジネスコースのビジ

ネス発表会」を開催し、「地域の一員として、地域の方と一緒になり地域課題を解決するビ

ジネスプラン」を発表します。 

是非とも取材していただき、ご紹介くださいますようお願い申し上げます。 

 

【日 時】 令和４年１１日１８日（金） １３：３０～１５：００（予定） 

【場 所】 愛知県立福江高等学校 視聴覚室 

【内 容】 SNS（TikTok）を活用した田原の魅力発信ビジネスモデルの発表 

【その他】 当日は、地域事業者及び専門家の方々が出席される予定です。 

 

  

報道機関発表資料 

提出日 令和４年１１月８日（火） 

担当職・氏名 愛知県立福江高等学校 教諭 加藤 寛士 

連絡先 
 電話 ０５３１－３２－０１３２ 

 ＦＡＸ ０５３１－３２－０６７１ 

右の写真は泉ダゲーナの方が授

業をしている様子です。 
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内海高校の取組 

 

【2022.12.22 地域連携の取組（地元観光産業の探究学習成果発表）】 

 

 

【2022.11.14 地域連携の取組（地元観光産業の探究学習）】 
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内海高校の取組 

【2023.1.23 福江高校・足助高校との遠隔授業（遠隔活動発表）】 

 

 

【学校インスタグラム】 

【2022.11.14 地域連携の取組（地元観光産業の探究学習）】 

 

 

 

 

 

新城有教館高校作出校舎の取組 
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新城有教館高校作手校舎の取組 
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 考察 

（１）コンソーシアムについて 

  前年度までの取組を活かし、さらに発展させたさまざまな活動を展開することができた 

① 教育課程内の学びの充実 

コンソーシアムを構成する公的機関や企業のそれぞれが外部機関とのネットワークをもっており、

そうした機関との連携が広がっていくことで、学ぶ意欲の高い生徒が、放課後等にも主体的に活動で

きる場が提供されるなど、学びの質の向上につながった。コンソーシアムを通じた取組によって、総

合的な探究の時間で系統的な取組が開発されるとともに、２週にわたる「探究週間」が開設される構

成校があるなど、教育課程の編成にも良い影響を及ぼし始めている。探究的な学びが拡充するととも

に、その学習評価にはルーブリックを活用した生徒の見取りが活用されている。 

また、福祉についての学校設定科目を開設している学校では、連携先と協働で授業内容や評価方法

などの教育課程を開発する取組もはじまり、今年度の大きな成果となった。 

 ② 連携先からの支援の拡充 

学校が必要としている人的、物的資源について連携先に具体的に伝えることで、講師となる人材の

派遣、移動のためのバスの提供など、自治体等から様々な支援を得ることができた。 

いずれの場合においても、学校が必要としていること、またその提供は将来的には地域の活性化につ

ながるものであるということを、学校が主体となって連携先に明確に伝えること、連携を円滑に進める

上で非常に重要であることが明らかとなった。コンソーシアムの構築当初は、連携先の多くがコンソー

シアムの目的や学校のニーズを正確に把握できていない。地域の活性化、学校の魅力化・特色化を目指

すという共通の目的を明確にして連携事業を進めることが重要である。そのために、管理機関も必要に

応じて支援をしていく必要がある。 

（２）遠隔授業とコンソーシアムの相乗効果について 

① 「観光」についての学びを行う学校間でのコンソーシアム構築と遠隔授業の実施 

足助高校、福江高校、内海高校の３校は、それぞれの地域に観光資源が充実しており、観光に関す

るカリキュラムを設定している。３校は、それぞれが地域の公的機関、企業等とコンソーシアムを構

成しているが、愛知県ではこれらの学校同士でもコンソーシアムを構成し、観光についての学びの深

化を図る取組を行っている。まず、観光に関するコースや類型を設置している足助高校と福江高校の

２校による相互配信での遠隔授業について、令和３年度から試行を行い、その可能性を検討してき

た。令和４年度にも、３校での相互配信による遠隔授業を試行的に実施した。そこで得られた知見を

もとに、総合的な探究の時間で観光についての学びを行う内海高校が令和５年度に本格参加して３

校体制での学校間コンソーシアムとなる。 

 ② 成果 

学校間での相互遠隔授業をとおして、いずれの学校においても生徒の学びに対する意欲が高まっ

たことが、アンケート等の結果から明らかとなった。学校が構成する一般的なコンソーシアムでは、

地域の大人からの支援を受けて学びを充実させるものであるが、学校間でコンソーシアムを構成し、

他校の生徒と定常的に交流することが学習意欲の向上に寄与する可能生が見出された。 
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 目標設定シートに対応した成果と課題 

１．（２）地域課題の解決等の探究的な学びに関する科目等の数（総合的な探究の時間を含む。） 

  総合的な探究の時間を中心に様々な取組を行うことができたが、今後はそれを拡充していくととも

に、地域連携の学校設定科目についても、積極的に開設していくよう学校に促していく。 

１．（４）その他、管理機関が設定した成果目標 

地域課題の解決等の探究的な学びによる主体的に学習に取り組む態度の変容については、全ての構

成校でＡ評価が増加しＣ評価が減少した。生徒アンケートでは、「地域の人と共同で問題解決できるの

はとても楽しいしやりがいがある。必要とされていると感じる。」といった意見が聞かれた。 

２．（３）その他、管理機関が設定した活動指標 

  地域連携の学習プログラムについては計画通り実施することができた。 

 

 まとめ 

（１）遠隔授業について 

   今年度の成果として実験・実習を伴う探究的な学びを実施できたことは大きな成果であった。顕

微鏡を使った観察では、生物を専門としていない理科の教員が受信校での監督を行ったが、授業者が

事前に詳細な支持を伝えることで円滑に実施することができた。受信校の教員からは、専門的な指示

が得られることで安心して授業に臨むことができるとの声が聞かれた。 

遠隔授業を行う運営体制については、今年度の本格実施をもっておよそ確立できたと考えられる。

ただし、遠隔授業について全県の教員の理解が進んでいないこと、遠隔授業の趣旨を理解し取り組む

意欲のある教員が不足しているため、授業者の確保については課題が多い。 

（２）コンソーシアムについて 

   コンソーシアムの構築による、全ての構成校で生徒の学習に取り組む態度の向上が見られ、今後

も地域連携を継続して進めることが、学びの充実につながると考えられる。一方で、現在はそれぞ

れの学校で独自に連携の方法を模索しながら行っており、コンソーシアムの構築や連携の在り方に

ついての標準化を進めることで、各学校の教員の負担軽減、またその他の学校でコンソーシアム構

築が可能となる。 

   管理機関の支援体制についても同様であり、学校のニーズを地域に伝えたり、地域から人的、物的

な支援を得る上で必要な管理機関の支援の在り方については、今後も継続して検討していく必要が

ある。 

（３）遠隔授業とコンソーシアム 

   「観光」という共通したテーマの学びを進める構成校３校（内海高等学校、足助高等学校、福江高

等学校）同士による相互配信では、遠隔授業とコンソーシアムの相乗効果について確認ができた。 

   遠隔授業とコンソーシアムは、それぞれが単独で生徒の学びの充実に寄与するものであるが、小

規模校での多様な学びの保証、学校の魅力化・特色化という共通した課題を解決する上では、それら

を協奏的に行う必要がある。 

現在、福江高等学校において観光ビジネスコース、足助高等学校において観光ビジネス類型を設

置している。内海高等学校は、地元の観光資源を生かすため、観光に関する学校設定科目等を編成し

ている。令和４年度までに先行して、福江高等学校と足助高等学校の２校間で相互配信の取組を行
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い、内海高等学校は試行的に参加をする。令和５年度に３校間での相互配信を本格実施し、その効果

を検証する。 

  遠隔授業では、授業者が受信校の生徒の活動を直接に観察することができないため、学習の見取り

を適切に行う必要がある。受信校の職員との連携の在り方や、ＩＣＴ機器を活用した学習評価の充実

についても研究を進める。 

 

 次年度に向けた計画概要 

 明らかにしたい事項 

（１）遠隔授業について 

①配信拠点、配信方法の拡張 

  令和４年度には、学校間相互配信以外については総合教育センターを配信拠点とする集中方式で

遠隔授業を実施した。しかし、授業者となる非常勤講師が遠隔地に在住している場合、配信拠点まで

の通勤が大きな負担となっていた。配信拠点を総合教育センター以外への設置の可能性について検

討をしていく。 

また、多様な学びを提供するために、オンラインという特性を生かして、配信拠点以外の場所から

の遠隔授業の実施の可能性を模索する。 

②授業の質の向上 

学校間配信については、タブレット端末を用いて他校生徒との対話的・協働的な授業の展開につい

て研究を進める。 

また、令和４年度までの研究結果を踏まえ、学習効果を測定するための項目を精査し、構成校全体

で様式や項目を統一して調査を実施し、結果を分析する。 

（２）コンソーシアムについて 

①連携先の主体的な関わり 

コンソーシアムにおいて連携の効果を最大化するためには、連携先がもっている知見や人的、物的

な教育資源を活用することが必要である。連携を進める上では、学校が連携先にニーズを伝え依頼し

ていくことも必要であるが、連携先が専門的立場から授業等の内容について主体的に提案できるよ

うにすることで、コンソーシアムの効果はより高まると考えられる。そのために、連携先が主体的に

関わることができる関係性の構築について研究を進める。 

②人的、物的支援の拡充 

  教育資源の限られる小規模校においては、地域連携による教育資源の獲得がコンソーシアム構築       

の大きな利点の１つであり、その拡充について研究を行う。 

③上層的なコンソーシアムの構築 

  各コンソーシアムで得られた知見や教育資源について、コンソーシアム間での共有の可能性を検

証する。 

 

 重点的に取り組む事項 

（１）遠隔授業について 

① 構成校以外の高等学校への配信拠点の設置と野外からの配信 
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  授業者となる非常勤講師の自宅に近い県立高等学校（構成校ではない高等学校）に依頼し、そこを

配信拠点として継続的な遠隔授業の実施可能性について検証する。 

また、多様な学びを提供するために、授業者が博物館や研究施設等に赴き、現地からオンラインで

の授業配信を試みる。 

② 授業の質の向上 

観光についての学びを進める３校間配信による総合的な探究の時間において、タブレット端末を

用いて他校生徒との対話的・協働的な授業の展開について研究を進める。 

また、令和４年度までの研究結果を踏まえ、学習効果を測定するための項目を精査し、構成校全体

で様式や項目を統一して調査を実施し、結果を分析する。その際には、「自ら学ぶ力の育成に関する

研究」や「情報教育の充実に関する研究（ＩＣＴ授業活用に関する研究）」など、総合教育センター

の他の研究の評価指標と比較しながら検証を行う。 

（２）コンソーシアムについて 

① 連携先の主体的な関わり 

コンソーシアムを通した教育の充実について、目的や内容、それぞれの役割を各連携先と協議の上

で明文化し共有することで、連携先の主体性を引き出す。 

② 包括的なコンソーシアムの構築 

 「観光」という共通したテーマの学びを進める構成校３校は、それぞれが地域でコンソーシアムを

構築しているが、それぞれの学校も相互に他校のコンソーシアムに加わっている。それぞれの地域で

構築されたコンソーシアムがもつ知見や教育資源を、３つのコンソーシアム間で共有する包括的な

コンソーシアム構築の可能性について検証を試みる。 

（３）遠隔授業とコンソーシアム 

教科としての見方や考え方を働かせる場面を意図的に設定し、それを通して教科を学ぶ意義を実感さ

せる取組となるよう検討する。地域課題の背景は多様であり、単純な方策では解決に至らないという複

雑な構造を理解できる学習を実施し、探究的な学びを目指す。その際、コンソーシアムの取組と遠隔授業

の取組をクロスオーバーさせることも検討する。 

本事業で得られた知見を基にして、遠隔授業や地域連携コンソーシアムの取組を持続可能な教育活動

とするために、「総合的な探究の時間」プログラムへの位置付けや、身に付けた資質・能力の適切・的確

な評価を行っていく必要がある。 

 

 実施体制 

遠隔授業については、既に総合教育センターを拠点とする遠隔授業の配信の際の人員の確保（配信側及

び受信側）、構成校同士の遠隔授業の際の教育課程の共有化及び運営体制の構築をおこなった。令和５年

度には、授業者自宅の最寄りの県立高等学校を配信拠点とする取組を行うため、当該校にも機器の運用・

管理に関するマニュアルを整備する。また、総合教育センターの研究指導主事がオンラインでサポート

できる体制を整える。 

地域連携コンソーシアムの構築については、令和５年度に引き続き、遠隔授業の配信拠点である総合教

育センターに構成校、ＣＩＯ、事務局が参集して開催する事業推進連絡協議会等で運営体制に関する取

組の検証・改善を図り、最終的に、事業終了後の令和６年度以降も継続できる体制の構築を目指す。 
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 事業推進連絡協議会は、教育委員会、総合教育センター、構成校、ＣＩＯで構成し、事業全般について

の進捗状況の報告、課題・問題点の検討、改善策の提案などを行った。年間３回、集合により開催する。 

構成校の校内委員会は、管理職、担当教員で構成し、必要な場合は、ＣＩＯ、教育委員会の担当者、総

合教育センターの担当者、地域連携コンソーシアムの関係者も参加し、校内における進捗状況の報告、課

題・問題点の検討、改善策の提案などをテーマとして、月１回程度開催する。 

構成校同士で連携する場合は、該当の構成校による協議会（合同校内委員会など）を行い、遠隔授業を

行う教科・科目の検討、指導計画の作成、連携の具体などについて協議を行った。オンライン会議を基本

とし、当該構成校の判断により適宜実施する。 

 


